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旧磯部邸 古民家改修計画
国指定重要文化財



Google Maps

旧磯部邸全景

主屋

釜屋

離れ座敷

旧磯部邸の軸線は東南東30度
（冬至の日の出方向）



非破壊試験・微動診断



木材の強度調査（非破壊試験）
衝撃弾性波試験

Einstein ｴﾈﾙｷﾞｰ方程式
E=ρ*V2 E=0.52*4500^2/10^6=10.5kN/mm2



木材の強度調査

付図引用「既存木造建築物健全性調査・診断の考え方(案)」 2022 日本建築学会

旧磯部邸ｱｶﾏﾂ



建物の耐震性能調査（微動診断）



建物の耐震性能調査 2階

1階



地盤の耐震性能調査

旧磯部邸



地盤の耐震性能調査

地盤のH/Vｽﾍﾟｸﾄﾙ



H/Vｽﾍﾟｸﾄﾙ比と固有周期Tがわかれば耐震性能が推定できる

振動方程式
T=2π√m/K



建物の耐震性能評価（微動診断）



・可能な限り見えない位置で補強を行う

・補強は取り外せば元の状態に戻せるような方法
・補強部材が後から加えたものであることが分かるようにしておく

・耐震補強のためだけに必要な工事範囲を最小限とする

・保存の優先順位の低い部材に設置するなどの工夫

・木材のめり込みや土壁などのように高い変形能力を有する補強
部材



補強計画

限界耐力計算

精密診断１

微動診断で補強効果を確認しながら補強箇所を施工する



世界最古の木造建築物

武徳殿

東大寺大仏殿 閑谷学校

石橋財団櫛原邸 旧磯部邸

現存する重要文化財建築物に共通する構造要素は…庇の出の大きい屋根、雨仕舞の良い基礎、そして裳腰



文化財建造物は・・・中空構造で生き残る

山口県警察体育館（武徳殿）1930（築92年）

錦帯橋 1673
1674-1950-2001-2005

日本の中空均衡型モデルでは、相対立するものや矛盾するものを敢
えて排除せず、共存しうる可能性をもつのである。（松岡正剛）

文化財建造物を健全に維持管理し、次世代へ継承していくためには、
歴史と風土から成る文化と近代技術文明の共存も必要ではないか。

心理学者（京大理学部卒）
第16代文化庁長官
(2002.1-2007.1)
2004 高松塚古墳壁画問題
2007.7 逝去

初代岩国領主吉川広家が岩国城を築城して以来、岩国城と城下町をつなぐ橋は、数回架けられているが、
錦川の洪水により、たびたび流失していた。
3代領主吉川広嘉は、洪水に耐えられる橋を造ることに着手する。橋脚を無くすことで流失を避けられると

のアイディアのもと、大工の児玉九郎右衛門を甲州に派遣し、橋脚がない跳ね橋（刎橋）である猿橋の調査
を命じた。しかし、川幅30メートルの所に架けられている猿橋に対し、錦川の川幅は200メートルもあるため、
同様の刎橋（はねばし）とするのは困難であった。
広嘉は、明の帰化僧である独立性易（どくりゅうしょうえき）から、杭州の西湖には、島づたいに架けられた6
連のアーチ橋があることを知る。これをもとに、連続したアーチ橋という基本構想に至った。アーチ間の橋台
を石垣で強固にすることで、洪水に耐えられるというのである。
児玉九郎右衛門の設計により、1673年（延宝元年）に5連のアーチ橋の錦帯橋が完成した。しかし、翌年の
1674年（延宝2年）、洪水によって流失してしまった。同年、橋台の敷石を強化して再建したところ、この改
良が功を奏し、その後は昭和期まで250年以上流失することなく定期的に架け替え工事が行われ、その姿
を保った。

浙江省杭州市西湖 世界遺産

石組橋脚の基礎をコンクリートにすることや、高さを１ｍ高くすること、拱肋の始点を支え
る隔石（へだていし）を沓鉄（くつてつ）に改めるなど、一部の改良を加えました。また、
木部の延命を図るため防腐剤も使用することとしました。

岩国市HP抜粋

延宝２年（1674）の再建以来、276年の間、流失することなく横山・錦見間を繋いできた錦帯
橋に悲劇が起こったのは、昭和25年（1950）キジヤ台風で流失した。

屋根はセメント板、洋小屋・水平ﾌﾞﾚｰｽ、RC基礎・地下室

木材、金物、石材、ｺﾝｸﾘｰﾄ

東大寺大仏殿の鉄骨トラス
明治36年(1903-1914)
英国シェルトン・スチール社製
世界最大級の木造建築の修復に鋼材やセメント
といった当時の先端材料が使われていることから、
伝統文化を守るために、、新しいものを受け入れて

きた 先人の苦労と知恵が感じられます（奈良県HP）



①立体的バランスの良さ（重心と剛心を近づける）

②裳階（もこし）・下屋・縁側（内と外の中間領域を設ける）

③維持管理（建物と植栽・場内排水のﾒﾝﾃﾅﾝｽを継続する）

古民家 住み続けるために

小玉祐一郎…エネルギー効率の高い技術の追求の結果が、外部との応答を欠いた
無味乾燥な居住空間をもたらしている。

松村秀一…「和室礼賛」寺社仏閣や茶室、あるいは昭和の日本映画といったビジュアルを
てがかりに、和室での「ふるまい」に着目し、日本ならではの空間の特質を
明らかにする。

伊東豊雄…日本は高温多湿で雨の多い風土です。無理やりハイスペックのサッシを使ったり、
空調機に頼らなくても、建物のﾃﾞｨﾃｰﾙを工夫し、自然ｴﾈﾙｷﾞｰを上手に活用する
ことによって、日本らしい合理的で快適な建築の姿が見えてくるはずです。


